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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル水素株式ファンド」は、2022年８月18日に第１期の決算を行ないましたので、期中の運用
状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2021年８月16日から2031年８月18日までです。 

運 用 方 針 
主として、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして

運用を行ないます。 

主要運用対象 

グ ロ ー バ ル 水 素 株 式 フ ァ ン ド 「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

グローバル水素株式マザーファンド 
日本を含む世界の金融商品取引所上場株式（預託証券を含みます。）を主要投資

対象とします。 

組 入 制 限 

グ ロ ー バ ル 水 素 株 式 フ ァ ン ド 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

グローバル水素株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜645044＞ 

グローバル水素株式ファンド 
＜愛称 「Ｈ２」＞ 

第１期（決算日 2022年８月18日）
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年８月16日 10,000 － － － 2,650 

１期(2022年８月18日) 10,683 0 6.8 97.0 33,379 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ 

2021年８月16日 10,000 － － 

８月末 10,460 4.6 96.0 

９月末 10,146 1.5 95.1 

10月末 11,308 13.1 94.1 

11月末 10,761 7.6 91.3 

12月末 10,160 1.6 98.1 

2022年１月末 8,683 △13.2 91.8 

２月末 8,841 △11.6 97.6 

３月末 10,277 2.8 97.6 

４月末 9,525 △ 4.8 97.9 

５月末 9,854 △ 1.5 95.7 

６月末 9,359 △ 6.4 97.1 

７月末 10,039 0.4 95.2 

(期  末)    

2022年８月18日 10,683 6.8 97.0 
 

（注） 騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信

託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の

通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・好調なマクロ経済指標や企業業績動向などを背景に、2021年末までの期間の前半に主要株式市場がグロー

ス株をけん引役に上昇を続けたこと。 

・米国の利上げペースの加速化観測や欧米金利の上昇などを背景に、アメリカドルおよび主要通貨に対して

円安が進んだこと。 

・エネルギー、資本財・サービスセクターなどの銘柄が堅調に推移したこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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＜値下がり要因＞ 

・金利上昇やインフレ懸念、ロシア・ウクライナ情勢の深刻化、米国の利上げペースの加速化懸念などを受け

て世界的にリスクオフが拡がり、2022年年初からの期間の後半に主要株式市場が大幅に下落したこと。 

・情報技術セクターなどの銘柄が軟調に推移したこと。 

 

 

（株式市況） 

期間中は、ボラティリティ（価格変動性）の非常に高い展開となりました。新型コロナウイルスの感染拡大

による経済活動の停止が続いたことや、供給網（サプライチェーン）の問題、ロシアとウクライナとの間の紛

争によるエネルギー市場の混乱、そして予想を上回る世界的なインフレ加速を受けた積極的な利上げを受け

て、株式市場は軒並み下落しました。 

そのようななか、水素は世界的に支持されるようになってきています。二酸化炭素排出量の90％超を占める

50ヵ国超が、水素に関する具体的な計画を発表あるいは準備しています。取り組みの意欲も広がりを見せてお

り、ＥＵ（欧州連合）、米国、中国が先行しています。2022年３月には、ＥＵがグリーン水素の利用目標を 2030

年までに2000万トンと、従来の４倍とするなど、水素に関する野心的な意向をさらに強めました。これは、ロ

シアのウクライナ侵攻を受けて、ロシア産化石燃料から脱却するための計画「リパワーＥＵ」 イニシアチブ

の一環として発表されたものです。８月には、米国でこれまでで も支援的な水素政策となるインフレ抑制法

案が成立しました。補助金の利用が可能となることから、水素は早々に多くのケースでコスト競争力が高まる

とみられます。同様に、中国は水素計画を初めて立ち上げ、第14次国家５ヵ年計画（2021～2025年）で水素を

戦略的新興テクノロジーとして特定しました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

  

投資環境 
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（当ファンド） 

当ファンドは、「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（グローバル水素株式マザーファンド） 

設定来の当ファンドの基準価額は、上昇しました。ファンドの投資哲学である「フューチャー・クオリティ」

に沿って、水素関連企業やエネルギー移行への投資に対して積極的にアプローチしたことが、良好なパフォー

マンスにつながりました。 

個別銘柄では、エネルギー移行に関連する企業の銘柄選択がプラスに寄与しました。これらのキャッシュ創

出力のある企業は、株式市場の大幅な下落に対してディフェンシブ（景気動向に左右されにくい）性を発揮し

ました。ロシアのウクライナ侵攻を受けたインフレ圧力や供給の混乱によって天然ガスや原油価格が高騰し、

ベーカー・ヒューズ（エネルギー）やシュルンベルジェ（エネルギー）などエネルギー事業を手掛ける企業に

追い風となりました。2050年に向けた構造的なエネルギー・インフラ投資の加速を受けて、クアンタ・サービ

シーズ（資本財・サービス）、ＫＢＲ（資本財・サービス）、チャート・インダストリーズ（資本財・サービス）

などの他のエネルギー移行の産業にはさらなる追い風となりました。水素事業に特化するプラグ・パワー（資

本財・サービス）やBloom Energy（資本財・サービス）に加えて太陽光発電銘柄は、「リパワーＥＵ」イニシ

アチブや米国のインフレ抑制法案による政策支援の高まりを受けて上昇しました。 

一方、インフレの逆風や成長株からのローテーションによって打撃を受けた銘柄が、マイナスに影響しまし

た。主に、バラード・パワー・システムズ（資本財・サービス）やセレス・パワー・ホールディングス（資本

財・サービス）など、水素事業に特化する一部の企業の株価が低迷しました。しかし当ファンドでは、市場の

ボラティリティが後退してファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）面の成長がバリュエーション（株価評価）

のけん引役となるなか、こうした企業は水素経済が構築されることで、より長期的に恩恵を受けるとみていま

す。風力発電の再生可能エネルギーを手掛けるヴェスタス・ウィンド・システムズ（資本財・サービス）やオー

ステッド（公益事業）は、これまでに比べてバリュエーションが割高であることに加えて、投入コストの急上

昇やサプライチェーンの混乱に見舞われました。とはいえ、風力エネルギーがネット・ゼロ・エネルギー・シ

ステムにとって重要な柱になるとみられるなか、両社の事業機会は過去12ヵ月にわたり長期的に拡大してい

ます。 

期間中ポートフォリオでは、今後の事業の収益性について確信度が薄れたことから、ITMパワー（資本財・

サービス）、ジョンソン・マッセイ（素材）、シーメンスガメサ・リニューアブル・エナジー（資本財・サービ

ス）などを売却しました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな
かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2021年８月16日～ 
2022年８月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 683  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、原則として「グローバル水素株式マザーファンド」受益証券を高位
に組み入れて運用を行ないます。 
 

（グローバル水素株式マザーファンド） 

長期的展望では、今後10年間に社会が直面するであろう難題の解決に貢献する企業が、市場のけん引役にな
ると考えています。様々な成長ドライバーのなかでも、水素インフラへの投資とエネルギー転換は、課題の規
模が非常に大きく幅広いソリューションが必要になることから、魅力的と言えます。 
インフレの高まりや経済変動の激化を特徴とするレジーム・シフト（気候要素が短期間に急激に変化するこ

と）が続く可能性があり、現在はその初期段階にあるとみています。そうであれば、ファンドの投資哲学であ
る「フューチャー・クオリティ」に基づいて投資することで、ポートフォリオに一定のディフェンシブ性を提
供しつつ、高い相対パフォーマンスを達成できると考えています。 
当ファンドでは、クオリティが高いか改善しつつある水素関連企業への投資を継続していきます。これまで

と同様、事業の質はフューチャー・クオリティ投資の重要な柱であり、また、資本の賢明な投下・成長を図る
経営陣に投資することも重要なポイントです。水素経済は大きな投資を必要としますが、これは好材料である
と同時に、投資先が急速な拡大の必要性に耐える強いバランスシートを有する企業であることの重要性も示
しています。 
市場で過少評価されているものの、水素社会によってもたらされる将来的な変化が期待される水素関連株

への投資を行なう方針です。このポートフォリオを通じて、水素経済によって日常生活に大きな変化をもたら
すだけでなく、ファンドの収益化という点においても、将来的に貢献していきたいと考えています。 
将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   

分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 169  1.702  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 83)  (0.832)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 83)  (0.832)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.039)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.049   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.049)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.042   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.042)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.073   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.034)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  3)  (0.035)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 185   1.866    

期中の平均基準価額は、9,951円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.77％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○売買及び取引の状況 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル水素株式マザーファンド 33,761,280 35,407,508 3,447,429 3,445,195 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル水素株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 43,269,741千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 23,368,495千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.85   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年８月18日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

グローバル水素株式マザーファンド 30,313,851 32,981,470 
 

（注） 親投資信託の2022年８月18日現在の受益権総口数は、30,313,851千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年８月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル水素株式マザーファンド 32,981,470 96.9 

コール・ローン等、その他 1,050,908 3.1 

投資信託財産総額 34,032,378 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） グローバル水素株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（31,780,312千円）の投資信託財産総額（33,323,722千円）

に対する比率は95.4％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=134.91円、1カナダド

ル=104.43円、1ユーロ=137.43円、1イギリスポンド=162.59円、1スウェーデンクローナ=12.98円、1ノルウェークローネ=13.88円、1デ

ンマーククローネ=18.48円、1オーストラリアドル=93.60円、1香港ドル=17.20円、1韓国ウォン=0.1029円。 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル水素株式ファンド＜愛称 「Ｈ２」＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年８月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 34,032,378,669   

 コール・ローン等 707,516,698   

 グローバル水素株式マザーファンド(評価額) 32,981,470,071   

 未収入金 343,391,900   

(B) 負債 653,195,316   

 未払解約金 383,336,693   

 未払信託報酬 260,555,424   

 未払利息 189   

 その他未払費用 9,303,010   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 33,379,183,353   

 元本 31,244,273,563   

 次期繰越損益金 2,134,909,790   

(D) 受益権総口数 31,244,273,563口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,683円 
 

（注） 当ファンドの設定時元本額は2,650,171,392円、期中追加設定

元 本 額 は 36,973,027,312 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

8,378,925,141円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0683円です。 
 

○損益の状況 (2021年８月16日～2022年８月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       76,560   

 受取利息 429   

 支払利息 △       76,989   

(B) 有価証券売買損益 1,578,783,142   

 売買益 1,712,712,257   

 売買損 △  133,929,115   

(C) 信託報酬等 △  424,706,740   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,153,999,842   

(E) 追加信託差損益金 980,909,948   

 (配当等相当額) (△       61,174)  

 (売買損益相当額) (    980,971,122)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 2,134,909,790   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,134,909,790   

 追加信託差損益金 980,909,948   

 (配当等相当額) (     17,197,588)  

 (売買損益相当額) (    963,712,360)  

 分配準備積立金 1,153,999,842   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2021年８月16日～2022

年８月18日の期間に当ファンドが負担した費用は108,178,716

円です。 
 

（注）分配金の計算過程（2021年８月16日～2022年８月18日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年８月16日～ 
2022年８月18日 

a. 配当等収益(経費控除後) 182,218,928円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 971,780,914円 

c. 信託約款に定める収益調整金 980,909,948円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,134,909,790円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 683円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年８月16日から2022年８月18日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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